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堀内孝彦 （九州大学大学院医学研究院 病態修復内科学） 
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（３） 全身性エリテマトーデス患者におけるステロイド性 

大腿骨頭壊死症に対する抗高脂血症剤の予防効果の検討 

関谷文男、山路 健、高崎芳成 （順天堂大学医学部 膠原病内科） 

梁 広石、津田裕士 （順天堂東京江東高齢者医療センター 内科） 

（４） ステロイド性大腿骨頭壊死症の遺伝子多型解析 

― 酸化ストレス関連物質を対象にして ― 

栗林正明、藤岡幹浩、高橋謙治、新井祐志、平田哲朗、石田雅史、後藤 毅、 

久保俊一 （京都府立医大大学院医学研究科 運動器機能再生外科学） 

里見佳子、奥田 司 （京都府立医大大学院医学研究科 分子生化学） 
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秋岡清一、岡本雅彦、吉村了勇 

（京都府立医大大学院医学研究科 移植・再生制御外科学） 

（５） CYP3A 活性の個体差を利用したステロイド性大腿骨頭壊死症の予防に関する研究 

岩切健太郎、金城養典、福永健治、箕田行秀、岩城啓好、高岡邦夫 

（大阪市立大学大学院医学研究科 整形外科） 

小田 裕 （大阪市立大学大学院医学研究科 麻酔科） 

 

D．治療指針の確立 

１）診断基準、病型分類、病期分類 

（治療Ⅰ） 診断基準、病型分類、病期分類サブグループ平成１９～２０年度総括報告書 ‥‥‥‥ 

サブグループリーダー：大園健二、神宮司誠也 

（１） 大腿骨頭軟骨下脆弱性骨折の発生頻度に関する病理組織学的検討 

山本卓明、岩本幸英 （九州大学 整形外科） 

（２） 大腿骨頭壊死症と鑑別を要する疾患の臨床病理像 

山本卓明、本村悟朗、池村聡、岩崎賢優、岩本幸英 （九州大学 整形外科） 

（３） 両側の急速破壊型股関節症に認められた骨壊死巣に関する検討 

山本卓明、岩本幸英 （九州大学 整形外科） 

（４） 一過性大腿骨頭萎縮症の再発と考えられた症例 

池村 聡、山本卓明、神宮司誠也、中島康晴、馬渡太郎、岩本幸英 

（九州大学 整形外科） 

（５） 60 歳以上で特発性大腿骨頭壊死を疑われた症例の 

画像および病理組織学的所見の再検討 

池村 聡、山本卓明、本村悟朗、中島康晴、馬渡太郎、岩本幸英 

（九州大学 整形外科） 

（６） 大腿骨頭壊死症に対する単純および造影 MRI 所見の比較検討 

池村 聡、山本卓明、中島康晴、馬渡太郎、本村悟朗、岩崎賢優、岩本幸英 

（九州大学 整形外科） 

（７） 大腿骨頭壊死症と大腿骨頭軟骨下脆弱性骨折における造影 MRI 所見の比較  

岩崎賢優、山本卓明、本村悟朗、池村 聡、岩本幸英 (九州大学 整形外科) 

（８） 大腿骨頭壊死症と大腿骨頭軟骨下脆弱性骨折の造影 MRI 所見 

宮西圭太、神宮司誠也 （九州労災病院 整形外科） 

（９） 特発性大腿骨頭壊死症における TRAP 陽性細胞の発現様式  

坂井孝司、西井 孝、李 衛哲、中村宣雄、高尾正樹、吉川秀樹、菅野伸彦 

 （大阪大学大学院医学研究科 整形外科） 

（１０） 特発性大腿骨頭壊死症における reparative reaction の組織学的検討 
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坂井孝司、李 衛哲、西井 孝、中村宣雄、高尾正樹、花之内健仁、中原一郎、塩見俊行、 

津田晃佑、吉川秀樹、菅野伸彦 

（大阪大学大学院医学研究科 整形外科） 

 

２）合理的な治療法の確立 

 （治療Ⅱ） 骨頭温存手術サブグループ平成１９～２０年度総括報告書 ‥‥‥‥ 

サブグループリーダー：渥美 敬 

  （治療Ⅲ） 人工物置換術サブグループ平成１９～２０年度総括報告書 ‥‥‥‥ 

サブグループリーダー：小林千益、松本忠美 

 （治療Ⅳ） コンピュータ手術支援、シミュレーションサブグループ平成１９～２０年度総括報告書 ‥‥‥‥ 

サブグループリーダー：菅野伸彦 

 （治療Ⅴ） 再生医療サブグループ平成１９～２０年度総括報告書 ‥‥‥‥ 

サブグループリーダー：安永裕司 

（１） ステージ 4 の大腿骨頭壊死症に対して行われた骨切り術の成績 

   神宮司誠也、水内秀城、中島康晴、山本卓明、馬渡太郎、西田顕二郎、池村 聡、 

   岩本幸英 （九州大学大学院医学研究院整形外科） 

（２） 20 歳以下の大腿骨頭壊死症患者に対する大腿骨頭前方回転骨切り 

 池村 聡、山本卓明、神宮司誠也、中島康晴、馬渡太郎、岩本幸英 

 （九州大学 整形外科） 

（３） 大腿骨頭栄養動脈の骨外血行路 ‒股関節内旋位での血行の途絶について- 
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